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( 5 7 )【特許請求の範囲】
【請求項１】

　グローブボックスのグローブポートに着脱可能に係合し、グローブユニットを保持して

ガイドレバーを介してガイドレールによって移動可能に支持されて保持した前記グローブ

ユニットをグローブポートに押し込んで嵌着するインナーリング押し込み部を備えたグロ

ーブ交換治具において、

　前記インナーリング押し込み部は押し込みネジ軸の先端に結合部によって回転可能に係

合され、

　前記ガイドレバーは、前記ガイドレールに摺動自在に嵌合するリニアボールブッシュを

介して前記ガイドレールに支持され、

　前記インナーリング押し込み部の外周に設けた２つの鍔部の間に前記インナーリング押

し込み部に対して回転可能に押し込み部保持リングを嵌合し、前記押し込み部保持リング

に前記ガイドレバーの内端部を結合することを特徴とするグローブ交換治具。

【請求項２】

　請求項１において、前記リニアボールブッシュは、前記ガイドレバーにおける反押し込

み方向側に伸びるように配置して設けたことを特徴とするグローブ交換治具。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、グローブボックスにおけるグローブの交換に使用するグローブ交換治具に関
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する。

【背景技術】

【０００２】

　グローブボックスに設置するグローブは、グローブをインナーリングに取り付けたグロ

ーブユニットとして構成されており、グローブボックスの壁に気密状態に取り付けられて

いる筒状のグローブポートにインナーリングを押し込んで気密状態に嵌着することにより

設置されている。

【０００３】

　このようにグローブボックスに設置されたグローブユニットは、定期的に交換すること

が必要である。この交換は、グローブポートに嵌着されている交換対象の古いグローブユ

ニットのインナーリングの軸心方向外側に新しいグローブユニットのインナーリングを押

し当てて押し込むことによって古いグローブユニットをグローブポートの内側（グローブ

ボックス内）に押し出して落下させることにより新しいグローブユニットのインナーリン

グをグローブポートに気密状態に嵌着するようにして行う。

【０００４】

　この交換作業には、グローブ交換治具が使用される。図４は、従来のグローブ交換治具

を使用してグローブボックスのグローブユニットを交換するときの作業状態を示す一部縦

断側面図である。

【０００５】

　グローブボックス１に対するグローブユニット２の設置は、グローブボックス１の壁（

通常は透明窓）１ａに設けられた筒状のグローブポート３内にグローブユニット２のイン

ナーリング２ａを押し込んで嵌着させることにより行っている。インナーリング２ａの外

周には複数のシールリング２ｂが嵌着されており、インナーリング２ａをグローブポート

３内に押し込むと、シールリング２ｂがインナーリング２ａとグローブボート３の内壁面

に圧接して気密状態となる。インナーリング２ａには、グローブが取り付けられているが

、図示説明は省略する。

【０００６】

　このようにグローブポート３に嵌着して設置されたグローブユニット２を交換するとき

には、新しいグローブユニット２ を用意し、そのインナーリング２ ａの軸方向内側端

縁をグローブポート３に嵌着している古いグローブユニット２のインナーリング２ａの軸

心方向外側端縁に当接し、新しいグローブユニット２ をグローブポート３内に押し込む

ことにより、古いグローブユニット２をグローブポート３から押し出して新しいグローブ

ユニット２ をグローブポート３に嵌着するように行う。グローブ交換治具４は、このと

き、新しいグローブユニット２ を押し込むために使用する。

【０００７】

　従来のグローブ交換治具４は、グローブポート３の外周にバヨネット構造によって着脱

可能に係合する係合リング４ａと、この係合リング４ａからグローブポート３の外周に沿

って押し込み方向の上流側に該グローブポート３の軸心と平行に伸びる複数本（例えば３

本）のガイドレール４ｂと、このガイドレール４ｂの外端に結合された天板４ｃと、この

天板４ｃの中心に螺合して進退する押し込みネジ軸４ｄと、この押し込みネジ軸４ｄの外

端に結合されたハンドル４ｅと、前記ガイドレール４ｂを摺動するように該ガイドレール

４ｂに嵌合するガイドレバー４ｆによってグローブポート３と同心的に移動可能に支持さ

れ、前記押し込みネジ軸４ｄの先端に結合部４ｇによって回転可能に係合するインナーリ

ング押し込み部４ｈを備える。

【０００８】

　このグローブ交換治具４を使用してのグローブユニット交換は、次のようにして行う。

先ず、グローブ交換治具４のハンドル４ｅを回して押し込みネジ軸４ｄを後退させること

によりインナーリング押し込み部４ｇを最後端（グローブポート３から最も遠ざかる位置

）まで後退させ、後退したインナーリング押し込み部４ｈに新しいグローブユニット２

のインナーリング２ ａの外側端縁を係合してグローブユニット２ を保持し、グローブ
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ユニット２ を保持したグローブ交換治具４の係合リング４ａをグローブポート３に係合

させてグローブ交換治具４をグローブポート３に取り付ける。その後、インナーリング押

し込み部４ｈに保持している新しいグローブユニット２ の取り付け向き（グローブの向

き）を調整し、ハンドル４ｅを回して押し込みネジ軸４ｄを前進させてインナーリング押

し込み部４ｈを前進させながら保持したグローブユニット２ のインナーリング２ ａの

内端縁を古いグローブユニット２のインナーリング２ａの外端縁に当接し、更にハンドル

４ｅを回させて押し込みネジ軸４ｄを前進させ、インナーリング押し込み部４ｈを前進さ

せることにより古いグローブユニット２をグローブポート３の内側に押し出すと共に新し

いグローブユニット２ をグローブポート３内に嵌着する。

【０００９】

　このようにグローブ交換作業に使用するグローブ交換治具４は、グローブ押し込み部４

ｈの芯ずれを防止するためにガイドレール４ｂに対してガイドレバー４ｆがナイロンブッ

シュ（図示省略）を介して密接状態に嵌合していることから、グローブユニット２ から

偏った反力が作用すると押し込み移動を円滑に行うことができず、また、インナーリング

押し込み部４ｈはガイドレバー４ｆに拘束されて回転することができないことから該イン

ナーリング押し込み部４ｈに保持している新しいグローブユニット２ のインナーリング

２ ａを回転させてグローブの取り付け向きを調整する作業も面倒であった。

【先行技術文献】

【特許文献】

【００１０】

【特許文献１】特開２００７－２５５９４５号公報

【特許文献２】特公平６－７２９５１号公報

【発明の概要】

【発明が解決しようとする課題】

【００１１】

　本発明の１つの目的は、グローブボックスのグローブポートに嵌着されているグローブ

ユニットの交換作業を容易にすることができるグローブ交換治具を実現することにある。

【課題を解決するための手段】

【００１２】

　本発明は、　グローブボックスのグローブポートに着脱可能に係合し、グローブユニッ

トを保持してガイドレバーを介してガイドレールによって移動可能に支持されて保持した

前記グローブユニットをグローブポートに押し込んで嵌着するインナーリング押し込み部

を備えたグローブ交換治具において、

　前記インナーリング押し込み部は押し込みネジ軸の先端に結合部によって回転可能に係

合され

　前記ガイドレバーは、前記ガイドレールに摺動自在に嵌合するリニアボールブッシュを

介して前記ガイドレールに支持され、

　前記インナーリング押し込み部の外周に設けた２つの鍔部の間に前記インナーリング押

し込み部に対して回転可能に押し込み部保持リングを嵌合し、前記押し込み部保持リング

に前記ガイドレバーの内端部を結合する構成とする。

【００１３】

　また、前記リニアボールブッシュは、前記ガイドレバーにおける反押し込み方向側に伸

びるように配置して設ける。

【発明の効果】

【００１４】

　本発明のグローブ交換治具は、インナーリング押し込み部を支持するガイドレバーをガ

イドレール上を円滑に摺動するリニアボールブッシュで進退方向に案内するようにしたの

で、インナーリング押し込み部を正しい姿勢で円滑に進退させることができる。
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【００１５】

　また、ガイドレバーをガイドレールに沿って案内するリニアボールブッシュはガイドレ

バーの外側面に外側（反押し込み方向）に向けて伸びるように配置されているので、新し

いグローブユニットをグローブポート内に押し込むためにインナーリング押し込み部をグ

ローブポートに近づけるように前進させても該前進の邪魔になることがない。

【００１６】

　また、新しいグローブユニットの向き（グローブの向き）を調整する作業は、インナー

リング押し込み部を押し込み部保持リングを介して回転可能に支持する構成としたことに

より、新しいグローブユニットを保持したインナーリング押し込み部を押し込み部保持リ

ングに対して回転させるだけの簡単な作業となる。

【００１７】

　結局、グローブボックスのグローブポートに嵌着されているグローブユニットの交換作

業を容易にすることができるグローブ交換治具となる。

【図面の簡単な説明】

【００１８】

【図１】本発明の実施例を示すグローブ交換治具の一部縦断側面図である。

【図２】図１に示したグローブ交換治具におけるガイドレールに対するガイドレバーの嵌

合構造を拡大して示す一部縦断側面図である。

【図３】図１に示したグローブ交換治具におけるインナーリング押し込み部に対する案内

レバー取り付け構造を拡大して示す側面図である。

【図４】従来のグローブ交換治具を使用してグローブボックスのグローブユニットを交換

するときの作業状態を示す一部縦断側面図である。

【発明を実施するための形態】

【００１９】

　本発明のグローブ交換治具は、係合リングをバヨネット構造でグローブボックスのグロ

ーブポートに着脱可能に係合し、この係合リングからグローブポートの外周に沿って押し

込み方向の上流側に該グローブポートの軸心と平行に伸びる複数本のガイドレールを設け

、このガイドレールの外端に結合された天板の中心に螺合して進退する押し込みネジ軸を

設け、グローブユニットを保持してガイドレバーを介してガイドレールによって移動可能

に支持されて保持した前記グローブユニットをグローブポートに押し込んで嵌着するイン

ナーリング押し込み部を備えた構成とし、

　前記ガイドレバーは、該ガイドレバーにおける反押し込み方向側に伸びるように配置し

て設けられて前記ガイドレールに摺動自在に嵌合するリニアボールブッシュを介して前記

ガイドレールに支持し、

　前記インナーリング押し込み部は、回転可能に嵌合した押し込み部保持リングを前記ガ

イドレバーに結合して支持する構成とする。

【実施例】

【００２０】

　本発明のグローブ交換治具の実施例を図１～図３を参照して説明する。この実施例にお

ける１つの特徴は、ガイドレバーをガイドレールに対して正しい姿勢で円滑に移動（摺動

）することができるように嵌合させる構成であり、他の特徴は、インナーリング押し込み

部にインナーリングを係合させて保持したグローブユニットの向きを容易に調整すること

ができるように構成することにある。

【００２１】

　図１はグローブ交換治具の一部縦断側面図、図２はガイドレールに対するガイドレバー

の嵌合構造を拡大して示す一部縦断側面図、図３はインナーリング押し込み部に対する案

内レバー取り付け構造を拡大して示す側面図である。

【００２２】

　図１に示すように、この実施例におけるグローブ交換治具５は、従来のグローブ交換治

具４と同様に、グローブポートの外周にバヨネット構造によって着脱可能に係合する係合
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リング５ａと、この係合リング５ａからグローブポートの外周に沿って押し込み方向の上

流側に該グローブポート３の軸心と平行に伸びる複数本（例えば３本）のガイドレール５

ｂと、このガイドレール５ｂの外端に結合された天板５ｃと、この天板５ｃの中心に螺合

して進退する押し込みネジ軸５ｄと、この押し込みネジ軸５ｄの外端に結合されたハンド

ル５ｅと、前記ガイドレール５ｂを摺動するように該ガイドレール５ｂに嵌合するガイド

レバー５ｆによってグローブポート３と同心的に移動可能に支持され、前記押し込みネジ

軸５ｄの先端に結合部５ｇによって回転可能に係合するインナーリング押し込み部５ｈを

備える。

【００２３】

　ガイドレール５ｂに対してガイドレバー５ｆを正しい姿勢で円滑に移動可能に嵌合させ

るための構成は、図２に示すように、ガイドレバー５ｆの先端部にはガイドレール５ｂの

外径よりも大きい内径の貫通穴５ｆ 1を設け、ガイドレール５ｂはこの貫通穴５ｆ 1内を貫

通させるようにする。そして、ガイドレール５ｂに摺動自在に嵌合するリニアボールブッ

シュ５ｉを前記ガイドレバー５ｆにおける前記貫通穴５ｆ 1と同心状に該ガイドレバー５

ｆの外側面に外側（反押し込み方向）に向けて伸びるように配置して設け、このリニアボ

ールブッシュ５ｉをブッシュカバー５ｊで包囲して前記ガイドレバー５ｆに結合し、ガイ

ドレバー５ｆはリニアボールブッシュ５ｉを介してガイドレール５ｂを摺動するように嵌

合する構成とする。

【００２４】

　また、インナーリング押し込み部５ｈに保持したグローブユニットの向きを容易に調整

できるようにするための構成は、図３に示すように、インナーリング押し込み部５ｈの外

周に設けた鍔部５ｈ 1，５ｈ 2の間にインナーリング押し込み部５ｈに対して回転可能に押

し込み部保持リング５ｋを嵌合し、この押し込み部保持リング５ｋにガイドレバー５ｆの

内端部を結合する構成とする。

【００２５】

　このように構成したグローブ交換治具５は、図４に示す従来のグローブ交換治具４によ

るクローブ交換作業と同様に、先ず、グローブ交換治具５のハンドル５ｅを回して押し込

みネジ軸５ｄを後退させることによりインナーリング押し込み部５ｇを最後端まで後退さ

せ、後退したインナーリング押し込み部５ｈに新しいグローブユニット２ のインナーリ

ング２ ａの外側端縁を係合してグローブユニット２ を保持し、グローブユニット２

を保持したグローブ交換治具５の係合リング５ａをグローブポート３に係合させてグロー

ブ交換治具５をグローブポート３に取り付ける。その後、インナーリング押し込み部５ｈ

を回転させて該インナーリング押し込み部５ｈに保持している新しいグローブユニット２

の取り付け向き（グローブの向き）を調整し、ハンドル５ｅを回して押し込みネジ軸５

ｄを前進させてインナーリング押し込み部５ｈを前進させながら保持したグローブユニッ

ト２ のインナーリング２ ａの内端縁を古いグローブユニット２のインナーリング２ａ

の外端縁に当接し、更にハンドル５ｅを回させて押し込みネジ軸５ｄを前進させ、インナ

ーリング押し込み部５ｈを前進させることにより古いグローブユニット２をグローブポー

ト３の内側に押し出すと共に新しいグローブユニット２ をグローブポート３内に嵌着す

る。

【００２６】

　このグローブ交換作業において、この実施例のグローブ交換治具５のリニアボールブッ

シュ５ｉはガイドレバー５ｆと一体になってガイドレール５ｂを円滑に摺動してガイドレ

バー５ｆを進退方向に案内することから、インナーリング押し込み部５ｈを正しい姿勢で

円滑に進退させることができる。特に、ガイドレバー５ｆをガイドレール５ｆに沿って案

内するリニアボールブッシュ５ｉはガイドレバー５ｆの外側面に外側（反押し込み方向）

に向けて伸びるように配置されているので、新しいグローブユニット２ をグローブポー

ト３内に押し込むためにインナーリング押し込み部５ｈをグローブポート３に近づけるよ

うに前進させても該前進の邪魔になることがない。

【００２７】
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　また、新しいグローブユニット２ の向き（グローブの向き）を調整する作業は、新し

いグローブユニット２ を保持したインナーリング押し込み部５ｈを押し込み部保持リン

グ５ｋに対して回転させるだけの簡単な作業となる。

【符号の説明】

【００２８】

　１…グローブボックス　２、２ …グローブユニット　３…グローブポート　５…グロ

ーブ交換治具　５ａ…係合リング　５ｂ…ガイドレール　５ｃ…天板　５ｄ…押し込みネ

ジ軸　５ｅ…ハンドル　５ｆ…ガイドレバー　５ｇ…結合部　５ｈ…インナーリング押し

込み部　５ｉ…リニアボールブッシュ　５ｊ…ブッシュカバー　５ｋ…押し込み部保持リ

ング。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

10



(7) JP  6168492  B2  2017.7.26

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(74)代理人　100094787
　　　　　　弁理士　青木　健二

(74)代理人　100097777
　　　　　　弁理士　韮澤　弘

(74)代理人　100091971
　　　　　　弁理士　米澤　明

(72)発明者　小野　高徳
　　　　　　茨城県那珂郡東海村村松４番地３３　独立行政法人日本原子力研究開発機構　東海研究開発センタ

　　　　　　ー核燃料サイクル工学研究所内

(72)発明者　友部　修
　　　　　　茨城県那珂郡東海村村松４番地３３　独立行政法人日本原子力研究開発機構　東海研究開発センタ

　　　　　　ー核燃料サイクル工学研究所内　検査開発株式会社所属

(72)発明者　天下井　兼一
　　　　　　茨城県那珂郡東海村村松４番地３３　独立行政法人日本原子力研究開発機構　東海研究開発センタ

　　　　　　ー核燃料サイクル工学研究所内　検査開発株式会社所属

(72)発明者　島根　一之
　　　　　　茨城県那珂郡東海村村松４番地３３　独立行政法人日本原子力研究開発機構　東海研究開発センタ

　　　　　　ー核燃料サイクル工学研究所内　検査開発株式会社所属

　　審査官　臼井　卓巳

(56)参考文献　特公平０６－０７２９５１（ＪＰ，Ｂ２）　　
　　　　　　　特開平０６－２６３１０９（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平０７－２０５１９９（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００５－２４１４３２（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００７－２２９８１８（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００７－２５５９４５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
　　　　　　　Ｂ２５Ｊ　　２１／０２　　　　

　　　　　　　Ｇ２１Ｆ　　　５／２１－　７／０５３　　　

　　　　　　　Ｂ２９Ｃ　　４５／２６

　　　　　　　Ｂ６５Ｂ　　　７／２８


